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1•特にま意しでいただ含たいこと 
(まをのために必すお守りください）1〜3 


^議襄な韓餐 i 

賴1*»|戀1^^^1»8®か‘‘’'> V _ J 

無磨も蘇淳蠢薛義赛急龜曇雜慕をもげ裏 L .. を. がむ';.•がを 

榮 觀穀議 j 

則嚇脱;.ぉ鋪顚賴擬早;,八 r 二'句 

み琴んで;’ぶ,しくを巧レぞ，く爲縣辕難馬む 
まちがった敢なおいは猿ね挺蒙敎辕簽おを原 ；;^I 
斑となりまず。 ' y ; 解琴だ.、'苗が'; 

お読みになつた後を®お談魄爵は r 保麵塞 J • 
r 工事説蜗塞 J とおに必す语舊しでくだをい。 （ 


2•使巧する場所 . 

3•咨部の名称 . 

4•使巧前の準備 . 

5•使巧ちま（使いち）‘" 

6♦まを装置 . 

7* その他の装置 . 

8•曰常の点挨•ま入れ 
え定期点検 . 


. 3 

♦ • • 4〜6 

• ♦• / 〜 g 

ぶ〜13 


8•曰常の点挨-ま入れ . 15〜1 S 

え定期点検 .1 S 

10•巧障•異常の見分け方と処置ちを19〜20 

11•部品交換のしかた . 21 

12•保管（長期間使巧しない場合） . 21 

13•仕様 . 22 

14•アフターサービス . 23 

15•据え1すけ . 23〜24 


A 每 I r A 給が気筒を必す 

^ 11 ^胃口 胃口点検して< ださい 


。厂'、もく 


KEROSENE ONLY 

項ソリン使用禁止、 
使用燃料：灯油, 


点検して< ださい 

「 •謙巧贵就 ! 
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この巧热説明塞および製品への表示では、製品をををじ正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やな産への 
損害をホがじ巧比するために、いろいろなお表示をしでいまず。その表示と恵巧は巧のよラになっています。巧容 
をよく巧がしでから本文をお読みください。 

とヒこのま示を無視しで、誤った巧0扱いをずると、人び巧 C 、 ま傷を負ラ巧能が、または乂おの 
g cn 可能巧び想定される内容を示しでいます。 

A み离この表示を無視しで、誤ったおむ扱いをずると、人び傷害を負5可能なや物的摸害の発をが度 
乙 /： t /胃定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 成記暑はを意を促す內容ぴあることを告げるちのです。 

因の中に冥か的なま意の容(を図のおさは一腊的なを患; 



C 


因の中に冥か的なま意の容(を図のおさは一腊的なを患)び巧力、れでいます。 

( S ) 記音は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具が的な禁止の容(左図のおさはガソリン禁止)が描かれています。 

〇記号は行為を指示ずる内容を告げるをのです。 

因のかじ冥が的な指示内容（左図のお貪は霉源プラヴをコンたントから巧いでください） 
が描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 


藝ガソ II ン厳禁 

ガソリンなど揮発巧の高い巧は、絶巧に使巧しないでください。 

乂巧の原因じなります。 

♦給排 k 筒（管、ホース）がれを険 

給排気尚（管、ホース）がかれたまま使巧しないでください。 

巧れでいると運お中(こが方スが室のにもれて、危おでず。 

♦給排気!^ツう^閉そくを険 

積雪びさいときには、お排気筒トツプの周りび雪でふさがれでいないことを 
確認しでください。ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる r 雪囲い J はおが気の巧げじなるのでおやめください。 
閉そくしでいると運お巧じがガスカ*室のにちれで、危巧です。 


•給排気筒トップにはを網などは付けない 

給が気筒トツプには、あよけのためのを網などはがけないで<ださい。お排気 
の巧げになり、 異常燃焼を起こ しがガスが室巧に漏れる巧おなびあり危侯です。 

お療の義燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類が落下しで乂げつき、义災の原因になります。 

♦混風吹出口忘系古かない 

巧類、おなどで湿風の化□や空気巧入□をふさがないでください。 

_巧類、紙などでふさぐと、乂災の原困になります。_ 

•スプレー吿厳禁 

スプレー生や力它ツトこんろ巧ボンベなどを、通風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱で宙の狂力が上がり、爆発しで危検です。 



意 (CAimON) 


>カーテン、可燃物近接禁止 

カーテシや燃えやすいちのを近ブけないでください。 

乂巧が発をするおそれびあ0ます。可燃物との雜隔拒おについでは 
お準括え巧け因巧 （2 3ページ）を参照しでください。 
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注意 (CAUTION) 


；3ム製送ミを管 


•給油時消义 ^ 

給ミ由は、必す消乂しでからおこなっでください。 I |> 

火災のおそれがちります。 ] 

•ミ由漏れ確認 

ミあタンク-ゴム製送油管-接含部および機器などからのな'莊漏れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。な'油び漏れでいると火がのおそれびあります。ン 

•異常時使用禁止 む 

方一異常を感じたときは、使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 ( I 

参混風に直接ちた5ない 

湿風に直接長時間あたらないで<ださい。 

低湿やけどや脱水症がじなるおそれがあります。 

♦高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給が気筒、給が気筒トップ、粹上部にまなどふれないでく 
ださい。やけどのおそれびあ0ます。 

•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯力ずこぼれ、やけどのおそれがあります。 I ^ / 

•分 修理の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理は、危候でず。 

♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、やけどのおそれがありま 
ず。機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。かびかかると漏電や故障の 
おそれがあります。 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないで<ださい。また、ス I ^ーブやお排気筒には巧暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。乂災やがガスがきのにちれる原因となり危おです。 

•電源コードを傷めない ； で 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせた0しないでください。 ， 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持っで引き巧かないでください。 

乂巧や感電の原因になります。 // V 卜^ 
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•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根本まで確実に善しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使巧しないでください。乂災の原因 
じなります。めれたまでの巧さ差しはしないでください。感電の原因になります。 4 

期商去き r ま電源ブラグを抜 C 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコンたントから巧いでくだ 
さい。乂おやず想しない事巧の原因になります。 

♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を祿去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义災の原因(こなりまず。 









1 •特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください) 


A 注意 ( CAUTION ) 

•なミ由の保管 ' 

巧巧は、义気、雨か、ごみ、奋温および直射曰がを避けた場所に巧営しでください。ガソリンなど ■ 

といっしよに保管しないでください。誤って使巧すると宾常燃焼や义巧のおそれがありまず。 1 

> 

♦変質な油禁止 

変質の巧、不純巧巧（ちれた巧が、水の混じっているな巧など）を使巧しないでくださし、。 

異常燃焼のおそれびありまず。 

0 

♦給排気筒が近の可燃物近接禁止 

給が気简トツプのおくに、ながや巧燃物など引乂のおそれのあるちの 
を置かないでください。义がのおそれびあります。 

口 

J \ 

b 

0 

♦指や棒を入れないで 

湿風吹出□や空気®入れ□などに指や異物を入れないでください。 

クガや义がの原因になりまず。 



0 

参お)めてお使いになるときのミ主意 ^ 

ネリめでお使いになるときは、耐熱塗料などが焼きがくまで煙と吴いび出ます。しばらくの間窓をあ M 
けで部屋の換気をおこなつでください。また、か扇やル動物などにお咨する場さび考えられますの H 
で、この間は部屋に入れないでください。 > 

1 


お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄するときのを意 

•灯油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するとぎは、定巧面器のな巧を 

巧巧の廃棄処分は、0巧をお買いずめになった販売 

抜きとっでください。 （16 ページ） 

店にご相談 < ださい。 

なミ由を入ったまま廃棄ずるとリサイクルのおじ思わ 


^ め事故になるおそれびあります。 

V 
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2 •使用ずる場所 


ストーブをままに使巧するためには、場所の選定び大のです。 


まをに使用するために 




生 


化 


与 


担 


0 
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•マントルピースなどじは据え巧け 
ないでください。 


>療高カタ1 0 OOm を超える高巧では使巧しないでください。 
(空気の巧度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 


効果的に使用するために 



参冷気の入つでくるち巧、例えばお側などじ置くと、巧気びストーブで暖められで巧流 
しますので、効果的です。 

苗*^;^^ 

参部屋のなおを工夫し、部屋の湿度の調節を必びけましよラ。 

















外観図 


圓態;画) 


-上面ガード 


前面刃ード 


巧ラス円簡 



……-一表巧部 
ルームサーモ 


〔幫面) 


~操作部 

(オープンポケット） 
定洩面器リじットレバー 


対流巧送風機(两部） --•••• … 

J で 'y - j-J _ 卜 ………、- 

ををサーモスタツト(巧部）‘ 

系□扫句- …… 

エルポ国定を真—-- 

燃焼用送風機(巧部) - 

ホ己気ホー 乂 ……〜 

電源」ート .. 

排気管巧け ._ _ 

模知巧リード線 



i?l 


本が固定ま具 




llilllilllilllllllill 


~調節脚 
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構造國 


放熱器〜 


スケルトン 
燃焼リング(两部） 
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ボツトサー S スタ(內部） 
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—-燃焼筒かた 
燃焼筒ふた巧え 
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——--…機巧サーミスタ 
(巧部） 

. — . .定巧面器 

，巧震白動消义装置(巧部） 


潜作部は 
詞ぎます J 

. . . 電磁ポンプ(拘部） 
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まホ部のさ称と働ぎ 




通常は現な時刻を表示します。 

タイマー運弦時はタイ7—たツト時刻を表示 
します。 




‘室湿誤定ポタンで設定した室通をデジタル表 
示します。 

■ストーブにトラブルが発をすると、トラブル 
が態が'記号表示（モニターサイン）されます。 


時計 • タイ7— 


設定室湿 



運転 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


m 


iiiiilliii 蒙晒 iilliii 


タイ7—透転中は点なします。 
タイマー運転を止中は消巧します。 




輸奉誦驚お議き議 


たーブ運お中は点灯し、巧がすると消なします。 
室温設定を10で （ F 点設定）にすると白動的に 
fe — ブ運起になり点なしまず。 




巧す （* ) と運お（点义）しまず。 
ちラー度巧す （ 1 ) と消乂しまず。 




議圓麵麵顯 


運おスイツチを押す（曇）と点巧します。 
ちラーち巧ず （ 1 ) と消なします。 



















■对ープンポケットの開閉 

鲁オープンポケ、ントを趕くがしこむと、ゆっくり出できます。操作後程く巧しもどすと□ックして止まります。 
操がずるときが外は、閉じで;夏を巧くををい。 

■操作音についで 

•操たボタンを巧すとピツと音びします。 

誤操作をするとピツ音び2◎します。 


火巧錶雖濟まが 


乂力調節つまみを r 微か」から[大」の間で動かし 
乂たをリニアにま動調節します。 

乂で調節つまみを「自動」に合わせるとルームサー 
モによる白動運転（室温設定ボタンでま遍を設定） 
びでぎます。 


時評說節スずツチ 


-「時計合せ」…現な時刻を合わせるとさに「時計合せ J 
位置にします。 

-「タイマー含せ j ••タイマーたット時刻を合わせると 
き「タイ7— 合せ J 位塵じします。 

-「通萬 J •••現巧時刻やタイ7— たット時刻を含わせた 
ら、通常使巧中は、「适常」に蚊すちどしでください< 


室混證をボタジ 


、 

:•:ミ 


-义。調節つまみを r 自動 J じするとルームサーモに 
よる室お設定に9〜15で、 i ( rc ( F 点設定)）がで 
きます。 

-「高め J …設定温度を rc すつ上昇 
• n 氏め J …設定温度を rc ずつ低下 


乂力調節ク7ミを[自麵こさわせると、インバ- 
夕-匪となり、輔と設ま湿度の差に応じて、 
自動のじ贼贼化します。 


時計-タイブー 


踪がタン; 


•時刻の r 時 j を含わせるとさに使います。 




手動 iAt 方調離 


微少か i 中 

MIIIII * 111111•1111 


大 


A/m 

低み 高め 

© 

心ノ 

た-す運転 

室温設定 


をーブ達ボタン^ 


1回巧ずとた一 37'' 建お。室通が設定温度より一定温 
度上昇ずると消乂し、一定湿度®てすると白動的に 
点义動巧に入0ます。 

再度巧すと、わーブ運転はが除されます。 


かボタン 


時刻の「分 J を合わせるときに使います。 

時計調節スイッチの位置により、1回の押しの進み 
方び異なります。 

「時計きせ」1分すつ変わりまず 
「タイマー含せ」…5分すつ変わります。 


タイマーたットポタジ皆:;! 


タイマー達お 

運転スイツチを「入 J にし、タイマーじツトボタン 
を巧すことにより、タイマー表示が点巧、時刻表示 
にタイマーたツト時刻び繼続して表示され、タイマ 
一達おび閲始されます。 

(タイマーき示び点なしなければタイマー運転は開 
抱されません。） 

たツト時刻じなると、タイマー表示が消なし現巧時 
刻び表示されで宜動のに運おが開始されます。 
タイマー運転の解膝 

タイマー運乾中じちラー度、タイマーじツトボタン 
を巧すとタイマー運転わ哨 S 除されます。 






























が巧は必ずな巧 （ J 旧1着な巧）を®巧しでください。 

• 私警留 ガソリンなど揮発性の着い猫は、乂災の原固になりますので絶巧に使南し 
ないでく さい。 

変質な油、巧れたな油、水の混じっている巧洩などは、お巧に使巧しない 
でください。 

ま意1 な巧は、必す义気•雨か•ごみ-富窥及び、直射曰化を避けた場所にお营 
しでください。 


獲) 




給ミを 


■給巧の擦のま順とまな 


迪量計' 


油タンク 



絵ミを器具 


給ミを□ふた 


送滿バルブ 


水ブージ 
か巧さバルブ 


•送巧バルブを閱じで給巧□ふたをはすし巿版の給'庙器具での巧をお巧しでく ださし、。 
'油ち計のがび nsJ をさしたらお巧をやめでください。 

•給巧□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

•給巧のおに、水、ごみなどを入れないよラ特にを恵しでください。 


■給巧□ふたは、《実に締めで<ださい。 
■こぼれた巧巧はよくふきとつでください。 
■燃料巧れのを]![と空巧巧ぎの方を 


巧タンクを空にしないよラに注怠しでください。 

逆タンクをいつたん空にしますと、を油経路的に空気がたまり、正常にちがびできなくなることびあります。このよラ 
なお含には次の順原で空気抜きをしでください。 



1. 巧タンクに給油しまず。 

2. ストーブの □ r ム管□から、 u ム製送油管をはすします。 


3. ゴム製送巧管から巧が連続しで流れ出ることをおかめでから: r ム製送油管ををと 
どおりにストーブに巧りはけます。（巧びこぼれないよラに容器を巧意しでくださ 


運活開始前の準備と確認 


■巧を装居のじット、取扱上のまな 






•才ープンポケット内の义力調節つまみで「自動運を J と r 寺動運起 J び設定できます。 

ご希望の運乾ちをでごを巧ください。 

r 点义順巧） 

■义力調節 r き動運お j の場を 

♦乂力調節つまみを「自動 J にさわせでください。設定室温と部屋のが巧に晒 
白動 I 微か手調節乂 じた义力で燃焼しまず。 

^ • I *111 り…■■■ご■■■■ル I (乂力調節「寺動運転」（微少〜大）の場含は、乂力調節つまみの設定义力で 

J i 燃焼します。） 

x \\\\ •時計合せは1也 S —ジ[■現を時刻の調節方を J を参照しでおこなつでくださ 



1 . 持刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2，運転スイッチを押しで f 入」にしでください。 

有動のに、巧のよラに運転（そ備燃焼•本燃焼）します。 

(乂力調節「ま動運転 J く微少〜大）の場ちは設定室温の表示はありません。） 



5.使用方法（使い方） 

運弦始（点义) 


■送巧経路の巧ちれの巧詔 

•巧タンクや送油管の接ち部などから油ちれがないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

•拉を意1辜源プラグをコンたントに巧の很巧までおちにきしこんで < ださい。 

参電源コードびおが気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

1ご注意 I «巧プラグご我縣韩 WI .'. •.'知巧ぉぐために禹薄:'を转ぉ " 

•ち源は必す邁を酿繪ミれた違傷巧が：3ジなシトを使涛しで《歡旁がを::::苗 

•巧源コ^ドは、遜をで綾みか C り鷄摸皆ドの懂巧:，他の賴爲裴焉袭のが3獲糜線をしな巧冷獲寒睐 









オープンポクット巧の乂力詢がつまみを r 自動 J じ含ねせると、ルームサーモによるき動運転となり、設定室おに自動 
調節されます。 

表示部に設定き湿に4で）び表示されまずので巧のよラに調節しでください。 

参室温設定ポタン r 窝め J を巧すたびじ1で上昇します。 

く上限29で） 


> r 低め J を巧すたびじ15でまでは1でずつ下がり、15でからはい 
きな〇10で （ F 点設定）とな0ます。 



M 0 で設定の場さはたーブ運括表示ランプび点なし、たーブ運あとな 
0まず。 

^設を室温を15でが上に上げると它ーブ運振表示ランプが消え、>^ 
\自動的にお陈されます。 ) 


mm 


;;燃'-'*酬 ' J ,, も 


乂力調節 r 自動 J 運転時に、微か乂力でを室温が設定き温より上昇ずる巧含、設定室湿よ0約3で上昇すると自動的に 
消义し、設定室温まで下がるとお义動たに入ります。これをくり返すことじよりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



参室温設定ボタンによ0希望のき温設定を、た一^転ボタンを巧し 
で < ださい。 

たーブ運お表示ランプが点巧し、たーブ運おとなります。 

参たーブ運おボタンを再度巧すことじより它ーブ運 fc 表示ランプび消 
え、たーブ運乾お時!となりまず。 


义力調節（ま動調節-ま動運齡 


室邁設定による自動運転の他に、义力調節つまみによる手動乂力韵節が巧能です。 

次のよラにしでください。 

参オーブンポケット内の义力調節つまみを「微か J から「大 J の間の 
ご希望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了ずるとお2,5分間义 
力は中乂力になり、そのをは义力調節つまみの設定义力でが焼しま 
す。 


■がの状お 

ストーブの据え巧けや指が気筒の設垣を件で、炎はぎかを化しまず。 



[き動1 

手動义力調節 


微少か 中 大 

• 

^ -1 1—^ 

•|川"•■■■"■•■■■■ル 


C 00 










3. 必す時計調節スイッチを「通寓」位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「適常」位置にちどした時点から動さおめ 
ます。） 


寒必背膀計調绩スイッチが r 通常 J になつでいることをお飄しでください。 

♦30 秒な肉の傳运であれば、泻邁鸾をお現を膀刻を表示しまずので時额会わせの赠寒はありませんが、それ数よの；. 
惇霉で、持刻表示が0 too を表示し板城営は、骇刻酱わせをおちなつで《ださ仏 .哨 V ，;;;辑;班^ 

::: 二::;.:;::-：.:ミ：：;:二.：.；い:：.；.-.. 



f 時計 -タイスー 


1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「時計台せ」にします。 
はじめで使用ずるとさや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示しまず。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンをがしで現在時刻をさわせます。 


例：午前6時15分にさわせる場含 
①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 


©「分 J ボタンを押しで"午前6 :1 5" にしまず。 


運転スイッチを巧しで「巧 J にしでください。 

運転ランプわリ肖'なします。 

燃焼室びながすると白動的【こ燃焼巧送圃機、巧流巧送風機び停止し、時刻表 
示な外のすべでのランプが消巧します。 



• I 想 iSl 2目な上家をあける嫁ど援時询使用しなんが!倉な、讓滕が堯榮に巧なレ: a が受雪み藻繁»諾5 
ンをントがら巧いでくだきい々，； • 、 

一♦鈍おのときは、必す透おをを比，(满觀\しでくださし、。： ぶ:':1が.ふ 
ぉ♦凑提停止を、燃祷用送風機が停止ずるまでは電源プラグを振がながた《だ之;い。をし辕ままずと,、,がき巧巧ちがを;/; 
をった0、ストーブの表琼還度がよ齊し索ず。 



消义を、离点义するとさのを意 


現を時刻の調節ち法 


♦燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運転スイツチを r の J じすると、再点义まを装置の働きで、ストーブびち却 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間のな消乂操作（約1抄必巧）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 

参停電時には、必す運転スイッチを「の J にしでください。 




麵 





■逢巧時刻の含わせ方 


時計-タイ7— 



1. 才ープンポクット巧の時計詢がスイッチを[タイマーさせ J にします。 

2. 時計調節の「時 J ■ 「511ボタンを押しでタイマー点义時刻を合わせま 
す。 r 分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分(こさわせる塚さ 

の 「時」ポタンを押しで"午前6 : 00"にしまず。 ③ r 分 J ボタンを押しで"午前6 : 30" じします。 



時計，タイ7— 

午前61ぶな 


これでタイマーたツト時刻が記憶されました。 


時0 


州 

が 

IT 

n 


午爵 


時計•タイマー 

巧:;_マ巧 



3. 必す時計調節スイツチを r 通常」位ちにちどしでください。これで時刻 
表示には現巧時刻が表示されます。 


■タイ7 一 運巧方を 



タイ 






た升 


1. 運おスイツチを巧しで r 入 J にしでください。 

(燃焼中の场合はテのままです。） 

2. 運括するときのご希望の室温又は、义力にさねせでください。 


3，タイ7—たツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー t ツト特刻び表示され、タイマー表示ランプび点の 
し、タイ7—運おに入りまず。 

(このとさ、燃焼南送風機が、10分間運転しますが異常ではありません。) 


参タイマー t ツト時刻になるまでは、時刻表示にタイアーたツト時刻び表示され続けます 
•運お中(こタイマ ー t ツトボタンを押すと、ストーブは自動消火し、運おを厚止します。 







■タイ 7 —運おのお除 

レ * - 、） 


. 广 

タイ； 

: S 

N 

っ 

が K 

-； 


つ-^ 

i 


時計 • タイマ ~ 一 

110'：13 0 


0タイト 


♦タイマーじツトボタンを巧します。 

タイマー表示ランプが消巧し、時刻表示に現を時刻が表示され、タイマー 
運起が煤おされます。 


♦このままであれば自動のに運転を開始しまず。運括を停化する場をは、運 
転スイッチち巧して「の J にしでください。 


■タイマーむツト時刻•現在時刻のお認 

①時計調節スイッチを「時計合せ J 又は r タイマーさせ J に合わせまず。 



現を時刻の確認 


タイマーじット時刻の確認 


感現在時刻 S は、タイマーたット時刻び時刻表示に表示されます。 

③確認後、時計調節スイッチは、必す[通常」位置にちどしでください。 


モニターサインについで 


ストーブじトラブルび発をずると、トラブルのが態び設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場含記号表示の巧客を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または 19〜20ぺージ 「巧障-異常 
の見分け方と処置ち法」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


くモニタ〜サインー養表〉 


モニター サイン！ 異常状態 

モニター サイン 

賽常がお 

E 1 

逐 中消义 

E E 

停止時ポット異常過熱 

E 2 

不着 乂 

EO 

機巧サーミスタ作動 

巳3 

巧 農作 動 

P 1 

ポット予熱不足 

E 5 

が気管なけ検巧た動 

P 2 

ポット温度お下 

E 6 

ルー ムサ ーモ 断線 

P 3 

ポット異常過熱 

E 7 

E 9 

安を ヴーモが 動 
停 電 

P 4 

不 ミ肖 乂 

(消义時間が長い） 

E 8 

疑似 义が 

P 5 

基板 不度 

EA 

燃焼巧を風機異常おお 


1 EC 

ルームサーモ巧絡 





本塞の「特に'ま意しでいたださたいこと（まをのために必すお守りください)」の他に、なの頂目についでちま唐しでく 
ださい。^ __ 

•上面ガードは、地霞などにより巧燃物び落下したときなどに乂巧を巧止するためのちのです。やむをえず取りはす 
した場さは、必すをとのが態に取0なけでおいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使ラところや湿室、廚胃室など、動植物の胃巧栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

参雲が話をしたとき、雷（誘導重）により一時的な過電圧力《かかってち、過電圧巧止装置が'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直を聖など）の場さは、覃子部品を損傷するおそれびありますので、覃源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 


6 •安全装置 


このストーブにはなのよラな安全装置がついでいます。 

すべでの安を装畳は、異常び取り除かれでち再度点乂操がをしなければ運おは停止したままです。 


まを装置 

原因 • 作動結果 

^ 処置方を 

巧霞 S 動消乂装置 
( [ ET \ 表示） 

• 強い巧 》 や衝空を受けたとさ 

ク 

- モニターサイン i 表示 
- 有動的に消义 

♦ス 1 -ーブの周のに異ちびないか確認 
し、点义操作しでください。 

(巧巧白動消义装置は作動を白動的 
にじットされます。） 

点乂安全装屋 

燃焼制御装置 

(フレーム□ツド） 

1 该示 ‘ f ?! 表示^ 

\ (途中消义）（不着义） / 

1 ♦点义5スをしたとさ 
•途中失乂をしたとさ 
♦炎び異巧にかさいとさ 

ク 

- モニターサイン E 己表示または 

1 f ? 1 表示 
- 自數的に消义 

♦ 曰ちの点検*幸入れ （15 〜18ページ 

参照）をしでから点义巧作をしでく 
ださい。 

♦なおち賽をぴある巧合は、お巧い巧 
めの販売店にご相談ください。 

停電安全装置 
/ If 71 表示け 51 表示 

(30 抄な上）い抄む上\ 

\ 1.30 秒ホお j / 

•巧巧したとぎ 

•電源プラヴび巧けたとさ 

ク 

* 通覃をモニターサイン If 7 1 表示ま 
たは f 日 1 表示 
* 白動的に消义 

• [ TT ] の巧含、時計などの它ットを 
してから、点义操たをしでください。 

♦ \ JT \ の巧さ、通巧を点义操作をし 
でください。 

•單源プラグを « 詔してください。 

過熱防止装置 

•安をサーモスタツト85で 

(If 71 表示） 

• 巧流巧を風機のフアンガードやスト 
ーブの前面び/みさびったとさ 
•ス1ブの前面に W 害物などびある 
とぎ 

ク 

- 白動的に消义 

•ストーブが巧 a された後モニターサ 
イン If 7 1 表示 

• 原西を取0おいでから点义操作をし 
で < ださい。 

•処8をしでち繰り返し作動するとき 
は、いったん運括スイッチを巧して； 
「の J にし、販売店に連おしでくださ 

い。 


装置のち称 

" 原因-作動結果 

処置方を '' 

再点乂安を装置 

•消义直を、再点乂操作したとぎ 

ク 

-約2分間のち却後でないと点火動作 
に入らない 

，'•約2分経過を、目動のに点乂動、 

、，作を開始します。 / 

排気管巧け検巧装置 
(吾幻 表示） 

♦ 排気管の接続部がはすれたとき 
• が気管抜け検巧巧リード線びはすれ 
た0、献線したとさ 

ク 

.モニターサイン表示 
-ストーブの運転を停止 

• おが気筒およびが気管の接続部に、 
はすれ-ゆるみがないか確認しでく 

•排気管巧け検巧巧リード線のゆるみ 
または、はすれ-のれびないか確認 
しでください。 _ 

ig 隋管系;:糊円いド劍 

燃焼巧送風機異常 

検出装置 
( 柜扭 表示） 

• 回転巧び異常にあ下したとさ 

ク 

-モニターサイン 巧 9一 表示 
•ストーブの運起を 停止 

♦ 異常お下の原因を巧り除いでから点 
乂操作をしでください。 

• なおを異常びある場合はお買い巧め 
の販売店にご相談ください。 

週電流防止装置 
(表示部を消好） 

• 巧部配線のショートにより週電流が 
流れたとさ 

ク 

•電流ヒューブがのれ、すべでの運転 
を停止 

• お買いずめの販売店に修理を巧おし 
でください。 

磯のサーミスタ 
(置の 表示） 

♦ 巧流用送風磯が'異常厚止したとき 
♦巧流用送風機のファンガードやスト 
ーブの前面びふさがつたとき 
•ストーブの前面に障害物などびある 

とを 

ク 

‘モニターサイン Eu j 表示 
-自動的に消义 

•原因を取り除いでからお乂擦巧をし 
てください。 

♦ なおち費常びある 場 含はお買い求め 
の販売店にご相談ください。 

1 .. — 




点検•ま入れは消乂を、ポットバーナびお却しでから、必す雪源プラグをコン t ントから巧いでおこなってください。 


圓 


点お、ま入れの必要項§、時期、方法 


■周ほの巧燃物惟巧ごと） 

•0^ を®ストーブの局巧は、*に》理•巧巧し、がそやすいをのを■かないでください。 


■ほこり•汚れ惟巧ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきまずと、巧びしみたりしで危おです。 
ストーブはいつち清潔にしでご使巧 < ださい。 


■巧をれ•巧のたまり•巧のにじみ（使巧ごと） 

参 S 台-迪タンクに独ちれ*碰のたまりや油のにじみがないか、ときどきお檢してください。 
又、給巧の隱にこぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 



■ゴム装!をが管の点巧•巧巧の曰安（シーズンの巧め） 

♦ 「ごミ主意 I ゴムな送油管は、ちがで使巧しないでください。 

歴がでの®巧は巧止されでいまず。 

参屋內でゴム製送巧管を便巧しでいるとぎは、膨巧、顿痛、巧質、をお、ひび割れがないか確認し、巧点のあるときは 
巧換しでください。 

巧換の目巧は、3巧に一度です。 

■巧タンク（シ-スンの巧め、適時） 

•'油タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。給油のとき、なおしでください。 

巧タンク内の水巧き及び掃餘は、'油タンクな属の取扱説明«にがっでおこなってください。 

■給巧巧筒のお続部のゆるみ及びトツプの周囲（日に 1 回程度） 

•給排気筒及び、トツプの周画に障き物び置いでないか、とぎどきなおしでください。 

春給が気筒びつまりますと、不完を燃おをおこしまず。シーズン巧めには必すおおし、くちび巣をつくったり異将び入 
った0していると含は、必す捕除してください。 

参おが気筒及び、が気管の接続部びはすれたり、が気管巧けお巧巧リード線びはすれたり、が線しでいないか点検しで 
ください。 

•給が気简を一度取りはすしで、再び取りなけるとさ、排気管の接続部の部にはめこんである〇リングが破損しでいな 
いかおかめでください。 



QU ング / 
( P 40 4種 D ) 


0リング\ 
( P 40 4種 D ) 










■定巧面おのストレーナの掃な（適時) 



魯まわす 


参定油面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。 

ごみびたまると、巧ミあの流れを妨げで、十分な乂力が出なくなります。 

次のよラに掃炼しでください。 

1. 油タンクの送油バルブを閉じてください。 

2. ストーブの前おを止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下側を引き上げて、 
前に弓 I いて巧りはずしでください。 

3. 操た部をを图のよラに、①操作部のを側をかし引き上げで、③ま前にまわしで、 
開いでください。定油面器びみえできます。 

4. ストレーナの掃膝□に荷れなどの厚紙を善しこんで、ミ由ガイドを作り、その下 



に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 

定巧面器の巧れたな油やごみがを部流れ化ます。 

目.ストレーナを取り出しで、きれいな'灯油の中でずすぎないをしでください。 
(水で洗わないで < ださい。） 



:•萍わレーナゴムパッホ;^蘇離^马軒し r くだをおちむ 辩なぉぶ;' 

:接え林/ーナを逆にみ幡お茜嫁 r ミ寡が'また、,孩琐 y 满新’纖截谦がむ 

み;，游聲ように巧り W 巧％鶴が恃.‘，が'‘'‘;、'：，:，:ぶ福:::を;‘’’‘;な-;盟强巧 • 

，:^トレーナの比めを^を障がだまいク、觀熟誤:宝韻苗靈霸 

:卷おちれがないか確熟しを麥趕をおが:‘;';;語.^;、，‘， • •诗をを語を IR 薛驾巧 


■巧流用ち風機のフアンガードの掃除（適に 1 回な上） 

•ファンガードびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなりが気温度び上 
昇する原因じなりまず。（週熱防止装置（安をサーモスタット）または機巧サー 
乏スタの風きで運転が停止ずる場をびありまず。）巧の要領でストーブ裏面の 
ファンガードの掃徐をおこなつでください。 

1. 運転を停止し、巧流用送風機び止まつでいることを確認しでぐださい。 

2. 掃陈機などでフアンガードについたほこりを取り侍、いでください。 

つアン方ード 



■ポットパーナの掃除 



• r ご注意 I 掃なは、ストーブをお义させ巧巧胤®しでから、おこなっでください。 
巧い巧おでおこなラとやけどのおそれびあります。 

参ポットパーナにすずがついでぶのお力ず不揃いになったときや、ポットバーナの底にすす 
やカスがたまりすぎで着义ぴおそくなったときは、巧のようにしてすすを取り除いでく 
ださい。 

1. 上面乃ードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた押えを取っでください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スクルトンは中ふたに取り巧いています。スケルトンをガラス円筒にあでないよラに 
しで、取りはずしでください。 

4，燃焼リンブをフレーム□ッドに当でないよラにミ主意しで左因のち巧に燃焼リングをま 
わし、巧りだしでください。 


mi 







点検•ま入れの必要項吕、時期、方法 



5. 点义ヒータ、点乂ネットをいためないよラ【こ、ポットパーナ内部のすすをドラ 
イノ X —などでかき落としでから、巧などでぶ\きとってください。 


6. 組立の隐、 燃焼リシヴは、 を図のように正しく確実に取り巧けでくださし、。 



■反がお-ガラス巧筒の掃お洒時） 

♦ に!'注意1 巧なは、ストーブを消义させ巧か冷巧しでから、おこなつでください。 

がいが態でおこなラとやけどのおそれがあ0まず。 

•反射板及びガラス円筒にほこりびたまりまずと、反射効率か>悪くなるばかりでなくち巧ですので、なの要領で適時巧 
除をしでほこりを巧り陈いでください。 



1. 前面ガードをち測の固定ばね （2 個）からはすしを側にまわしでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラ I こまなしで、掃除機などで巧部のほこりをきれいに 
拥おしでください。 

3. やわらかい巧などで、反射お及びガラス巧简をされいに巧いでください。 

4. 掃陈が終わりましたら、をとどおりにたットしでください。 






哨 y 


■ガラス円筒巧部の»巧（適時） 

参 r ご注意 n 巧巧は、ストーブを消义させ巧み巧巧しでから、おこなつでください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれびあ0まず。 

•長期間の使用により方ラス巧茵びずずけることびあります。 

ガラス巧筒びすすけで炎が見えにくくなつたときは、 16〜17ぺージ r ポットパーナの ffl お」の項にしたびい、スブ 
ルトンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 



■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点巧（シ-ズンの巧め） 

•点乂ヒータや点义ネットにすすび巧着しますと、ホ熱が'低下したり、巧のひろがりび悪くなり、着乂不良の原因にな 
ります。 

•ノズルの先端にすすび付着しますと、異窜燃焼になったり、着火不良やお乂時間び長くなる原困になります。 
シーズン初めには必す点検しでください。 

点义ヒータ、魚义ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにまちしでおこなラ必要びありますので、必すお買い 
求めの販売底に依扇しでください。 






■フレームロッド（燃焼制御装置）の点お (適時） 

•フレーム□ッドの先端(こずす力《が着したり、フレームロッドが変おすると、誤作動の原因になります。 

すすのは着やフレ_ム□ッドの変おびある場合は、必すお買い求めの販壳店に点お-巧換をの頼しでください。 

■お震などの災害び発をしたとまの点おについで 

•が震などのお害び発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運稳前に必す巧のな検をおこなってください。 
-給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧ミ由配管からのちれの確認 

点横で異常か*見つかった場合は、お買いおめの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点巧 


長期間ご使巧になりますと、ス I -ーブの点検が必要です。 

2シースンに1◎程度、シーズン終了をなどに、お買いあば店交は、修理資格者 （( が）曰本扫油燃焼機器保守協含 （TE 
L 03 — 3499— 2928) でおこなう技術管理講習を修了者甩油機器技術管理±)など）のいる店などじ点検な頼される 
ことをおすすめしまず。 



■次のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理を依療される前(こちラー度おおかめ < ださい。 


r 現を 1 

觀 明 

点 

义 

時 

癌 

义 

時 

巧めで使苗ずるとき、煙やにおいびでる。 

風襯塗がやほこりび焼けるためでず。 

しばらく窓をあけで巧気をしでください。 

すぐにな乂しない。 

ザ熱点义方式のためそ辯時聞か>2分程度必要です。 

(そ熱時間は室温により夕か変化しまず。） 

1 燃巧開始時やお义をに1■ピチビチ J といラ音がする。 

本か内部び熱じよ0膨張、収縮するためでず。 

点义時にボンと音びする。 

点义するときに堯ちずるち义音で、異常ではありません。 


■使巧中に冥常びありましたら、巧表により原因を調ぺで処置をしでください。 

参原茵のねからないときや、処宙のむすかしいときは、お買いずめの販売店、またはおおくのコ□ナお客 




現 象 1 

説 明 1 

燃 

焼 

膀 

去 

の 

他1 

青おの中に黄色い炎（ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

おが気筒の巧端から連続のに白煙が化る。 

外気温び®くなると、が気ガス巧に含まれている水分び 
凝おしで水燕気になるためで、異常燃烧による白煙では 
ありません。 

0姐ぎれの際、一巧炎が大さくなつで消义ずる。 

異常ではありません。 

L 、-. . 


樣ご相談お□にご連絡ください。 設定室湿表示にモニターサインび表示されます。 
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ブラシなどで掃炼ずる、'^ 

• 

参 

1 

垂 

参 

• 



:禱動にずる '''磯鼓' 

# 

で 

で 

I 




ぶし系騎雖藝 宿;;，貼;..... ，、:こ:..蒜霞 

1 . : .こ r ..,、.:. こ..;.:-:::;;.::,: r .:. こミ•ミミ'.：;:. : こ:..'/::. 

# 1 

# 

m 





1. 麵麵圓静 : Y 集 m 

# 

# 

1 

♦ 





rmmmrnr ::: '''''，目 


- —i 

1 

I ♦ 

I 



ちれ巧能を難が遺す(娘売店に修理を依頼する） ， ' 

1 • W •ご"' こ’:::;;' ぶ': こ;;'::'^ ご:':; こ'':'''^' ... .. 

! 

- ! 


1 

\ --- 

# 




'■ お:.お.;ふ:.古去た:'.■ぅ.. :、占ん: 

爲が気窗接綠潍のはずれ風！ず 、 

1 ゅ琴が を 渥ず:.; ' J 强 g ; 誌..... ； ：•.声谋 

1 又 <1 で打... V; ...巧ふ...'こ;.:ぶ.:.，:.- 



— 1 





妨券破哪祭湖!繁璋 P 修淳を鞭穎ず考) 苗靡明 

1 こ N :、. ミ；:.;:ご...•'パ:：...：. r :..... ...... 


1 






達两辉键卜し巧醉垂を轉,, 

1 



I I 




.み-;:;;::菲お、;;づ ： i おだ;.な. V . おた...:.;.,....:点:.,:1 : .式お: V .:、ミ:;';-, 

嚷ち mmmmm 鹽禪詔挑 







♦ 

麟議繫画載;:、:.、: ••: ぃ為::、掏 









■が品交換のとまのま蠢 

AaMi 不ままな修理、巧巧は怠巧でずので、部品の交巧、お整が必爱の巧合には、お貢 
い巧めの巧売店夏は、侵巧資巧蓄[(巧)曰本5巧が巧が巧巧巧®をでおこなラ技術鲁巧巧留 
ミを3さ（ち巧おお巧術营巧±)など：）のいるお巧巧にご巧がください。 


部品巧巧は;ナ純正 gB 品とご指定ください。 



12 .保管 (長 ffl 間使巧しない場ち) 


設置したままで保管される場さやしまわれるときは、 B 常の点検•寺入れの項を参照し、次 
の要領で保管しでください。 

1.軍源プラグをコン它ントからないでください。 

• 齡ま意1 設《したままで««ずる«さち近 i す、«»プラグは巧いでください。 

2•巧タンクのななはすっかり化してください。 

♦中に水分やごみを残したままにしでおきますと、油タンクび腐食ずる原因になります。 

3 •定巧面おの中のななを巧いでください。 

4•塗装部分は、しめった巧で汚れを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き r 補修巧の透が J (別売） 

で塗装しでください。 

6•ファンガードのごみやほこりを取りないでください。 

7 •巧部のごみやほこ0を取り巧いでください。 












プリント配線お端さ配置图 
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発旅皆夕.，巧 
及び巧効率発 

媛房出力^ 
蘇効巧*^ 


媛房出力 


谊ぉ吗ま 

が'巧巧ミ寒冷地 

i :; 辯巧麵形;:;ホ':::；；..を 

猶 - か' 

巧额電狂及び爵液觀 I _ 100\/50/60Hz_ _ ____________ 

をお消舊鸯力 点乂時 340/340W ♦ 最大が焼時28に 5\A/ • 最大600 /600W (点义巧に巧^発を） __ 

絵が猜茵の聖すのがび _ QU4-4 

お撫気衛の呼び径|~ _ _ ___ ____ _ D4Q ___„ 

.浴错気巧の塞巧る绿0み运 f _ _ _を 75 rT で 1 

藤ぉ着窥お _ 260 でむ下 __ 

み:;流とュース 5 A ，10 A _ 

を―ま裝 画 巧霞自動消义装置‘点乂をを装度‘燃焼制御装置-停電安を装這’道熱巧±装垣 _ _ 

装墮「 巧点义安を装桓-過電流巧止装置-排気管巧け検巧装置‘燃焼巧を風機異常検お装垣-機巧サー S スタ _ 

一巧:,::だ、:巧 ffl r 善台1宿、 遮熱お1個、 おが気簡たット1組_、ス U —:/固、本か園定ま 具2個、： J ム爱{送逆普摘げバンド2晒 

備辜）•標華適窒は、な団ま人•曰本ガス扫油機器工業含の質定基準によります。 


;;.お,.;巧- 68 PR &, 鮮杀舉带;辛た械巧蹲わ、編ぶ 

~■ポット式-屋内巧-強制おが気お-強制巧流お _ 

—^ 一 お気点义ち： _ _ 

の油 （ J に1暑な'巧） 

- - 0.768 L/h 

0.198 L/h 

~~ 28.450 kJ/h 熱効率86.0% 

—— 7.330 kJ/h 熱巧)を78.2% 

6,80 kW 
1,59 kW 

^ " 86.0% (有盛大のとき） 

78.2% (呂齒微少のとき） 

木造 29.5 m 2 (18 置）まで•コンクリート 39.5 m 2 に4置）まで_ 
木造 29.5 m 2 り8置）まで•コンクリート 46.0 m 2 (28 置）まで 
富さ61 5 mm • 盾 748 mm • 奧巧 368 nn_m (置台を含 む） 

28 k 呂 










15 •おを巧け 



W 据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例 M 


据えはけについでは、义災ぞ檐条例、鸾気設備に関する巧術薑準などるちの暮準があります。工事説巧書（工事編）の 
r 特【こを意しでいたださたいこと（安をのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店又は据え巧け業きとよ 
くご相談しでください。 また、 r 標準据え巧け例 J についでは、下図を参おしでください。 





























♦テレビやラジオから1上離しでください。 

•側ち障害物は、兩測にあってちよい力 《 お排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm 似上とっでください。 

•前方におや建物びある場をはお排気筒先端と前方障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび兩側ちに気流を阻 
止する障害物がないよラじしでください。 

•給が気筒下面は地面から 20 cm 总上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端が雪でふさかす L るおそ 
れのない高さを確保しでください。 

•木造の建物で壁にメタルラス蘇り t つイヤラス張り、または萄癸線狼りを, U である緑所に給排気筒を璋ず奪 受か ,：: 

それらの轰展部に接しないよう;に彎気の絶縁をしでくださし V 、.;.;错?敢舞嚴 . . 

•壁に巧をあける場 S 、 壁の巧部にある遲気配線•ガス-水道な)繫餐校あたをない媛巧を遣んでください9 <な早//; 


給が気筒を延長ずる場ちの•ま意 


>お排気筒を延長ずる場合は、 3 m 3 曲がりな下で取巧けられる場所を還定してください。 


積雪地区における注意 


•積雪の多い地方では、積雪時に給が気筒び雪でふさか"れないよラな取巧場所を還定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


m 据え巧けをのお認 



据え巧けが終わ0ましたら、もラー度、工事説日月書（工事編）の r 特にミ主意していただきたいこと（まをのために必すお巧 
りくださいりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり握え巧けられでいるかどラかを確認しでください。 


K 試運乾 


試運起は販売店又は据无巧け業者とごいつしょに必すおこなつで<ださい。 

■運乾華備 

•险を意 i 霉源プラグを〕ンじントに巧の根元まで巧実に差しこんで < ださし、。 

•'なタンクに給ミ由し、送巧経路の空気巧さをしで < ださい。 

•送巧経路やストーブより巧ちれびないか確認しでください。 

•安を装置をじットしでください。 

〔定巧面器リじットレバー（黒を）をを方巧に止まるまでがしでください。〕 
•タイマー運転になつでいませんか。 


■運振 



■消义のま順 



1,運転スイッチを巧しで「入」にしでください。 

参 G ごま®巧めでお使いになるとぎは、耐熟を^^などがおけて煙と臭い 
びでます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

•3 〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのりかわります 


2,異常びなければ、乂で調節つまみを「微か」〜「大」に設定しでくださし、。 
♦おのが態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）がまじつでち異常で 
はありません。 


♦運おスイツチを巧しで「巧 J にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びち卸すると有動のに燃焼巧这風機、巧流巧送風機が停比し、時刻表 
示な外のすべでのランプか 1肖巧します。 

適塞廢麵議むない:編翻 i 扔 翻肆據 fe 證 :下敎懷，廣竊據錶舞錶廢囊鱗證點 
’ 巧掛;を參照しでくだきがか;.巧ぶ;.. す ; U 觀難 

善長期簡の保®後、溝球達廢する漏をも f 試運お J の季順にしたがむ、孤^ 
運転をおこなつで < だミむ V 。'-:”,、"''' 










MEMO 


MEMO 



名古屋币澄区入毋 1-1903 
ちち屋巿港区入場 1-1 903 
廚岡巧段巧!区ち松 2 - 15-30 
静岡巧巧巧区巧が 2 - 15- 30 
喊島巧六を南 2 - 7-8 
ま巧萬を度 3 - 29-38 
沼澤巧西お路 888 -1 
岡時巧大平のお派 49 


関東地区 


信越- 
j ヒ陸地区 


東巧地区 


近畿. 
四国地区 


FAX の 3 ) 3927 -り 80 
FAX ( 03 ) 3927-1 130 
FAX ( 029 ^ 41-4268 
FAX ( 047 ) 312-8338 
FAX ( 048 ) 651-6370 
FAX ( 029 ) W6-1913 
FAX ミ 045 ) 852-5540 
FAX わ 42 ) 531—0496 

FAX ( 055 に 6 日-巧が 
FAX か 55 に 6 日 - 1571 

FAX (日 27 ) 361-9 139 
FAX かの) 364 -3228 
FAX か 2 が 632 -5205 
FAX ( 028 ) 610-4607 
FAX ( 0276 ) 38-5508 


FAX (日 256 ) 35 —8519 
FAX ( 0256 ) 32-2137 
FAX く 025 ) 256-331 3 
FAX ( 026 ) 221-0039 
FAX ( 026 ) 221 - 103 呂 
FAX か 2 日 5 ) 72-5696 
FAX ( 0263 ) 25 - 99ei 

FAX のブ日) 260 -077 5 
FAX の 76 た 60-0738 
FAX の 76 ) か 14— 0611 
FAX ( 0776 ) 23-0580 


FAX ( 052 ) 381-1266 
FAX の 52 ) 381—5244 
FAX の 54 ) 238-0006 
FAX ( 054 ) 238-0822 
FAX の 5 目) 2 が-巧 50 
FAX く 059 ) 234 -目 472 
FAX り 5 日 )968 - 6212 
FAX ( 0564 ) 25-1726 


〒 9 日日 -0864 
干 955-0864 
T950-0855 
干 381 -0022 
T381-0022 
〒目 44’CIOCM 
干 399-0033 

T920-0027 
T 920-0027 
T 930-0985 
テ 9 18-8237 


X455-0803 
で 455 - 0 扫 03 
干 422 ぶ 034 
〒が 2-8034 
〒 500 - 83 己 S 
T514-0819 
T410-0303 
で 444-0007 


甲府含業所 
申巧サービスじンター 

富 崎 ま 店 
离崎サービスじンター 
ぎ都客営業所 
を巧客サービスむン ター 
太压営業所 


九州地区 


東京都北区星* 8 - 4-8 で 1 14 - Q003 

東ま都北区■島 8 - 4-8 于 114-0003 

が戸巿苦原町 653-2 干 31 0-0852 

お口币离巧新亞 95-5 干 270-2222 

さいたま巿化区ち野 BT 1 - 332-6 干 331 -08 11 

つくば巧谷旧部 6788- 19 干 305-0861 

横巧巿戸塚区原お 4 了目 7-1 3 〒 24 日-日 0 の 

立 J 11 巿西が町 1 - 66-13 干 1 90-0034 

山梨県の巨摩郡昭和の西を 2491,2 千 409 - 386 日 
山梨県み巨摩郡旧和の西を 249 1-2 〒 409 - 386 日 

富晒巧問屋の西 1 - 3-22 〒 370-0007 

音崎巧問度の西 1 - 3-22 〒リ 0-0007 

きが宮巿巧瀬の 2313 干 32 1-0933 

き都夏巧巧瀬の 2313 干 32 1-0933 

太旧巧窝巧東の 237 日 〒 3 ? 3 - 082 巳 


TEL ( 03 ) 392 ?- n51 く代表) 
TE しく 03 ) 39 11 - 1131 (巧き) 
TEL か 29 ) 241 — 2 172 (巧表 $ 
TE しく 047 } 3 に- 8330 (巧表) 
TE しか 4 が 65 1 - 1231 ( 巧き S 
TE し ( 029 ) 目 39 - 5 32 5 (巧表) 
TEL り 45 ) 852 - 4008 ( 巧きミ 
TELto42 ) 531 - 6771 ( 巧表) 

TEL ( 055 ) 268 - 1567n - ta ) 
TeU 05 日) 268 - 巧 6 日 f 巧表) 

下 EL ( 027 ) 361 - 480 日(げ表) 
TEL ( 027 ) 363 — 895 日(げ教 
TEL ( 02 の 632 — 510 日(巧表) 
TEL ( 028 ) 632 - 5180Ut ^) 
TEL ( 0276 ) 38 —日 571 (げ表) 


FAX(092)474-5775 

FAX ( 092 ) 474—6414 

FAX ( 093 ) 592-8666 

FAX ( 099 ) 281-1252 

FAX ( 096 ) 369-6323 

FAX ( 095 ) 882-7767 

FAX ( 0985 ) 25 - 06B5 

FAX ( 097 ) 523-5162 


福岡巧博夕区東比京 2-2-40 干81 2-0007 

福巧巿博安区東比患 2-2-40 干81 2-0007 

化九州巧か g 化区を音 2-6-4 . で 803-0828 

唐児 g 巧坦上 7-16-5 干 890- 0034 

お本巿尾ノ上 1-11-12 于 862-0913 

ち晒県西彼巧掛時まのをぁ郷窝田 74 -1〒裝トが 
客崎币巧«3-59-2 千 §§0-00 g 奪 

大分市云を 1-19-7 〒87 0-0 108 


デ 564-0044 
T564-0044 
T760-0078 
T612-8414 
〒が 1-2133 
x522-0024 
T620-0061 


TEL が 6 6380 — 2111 (がま） 
下 EL ミ 06j 扫 386 —己 670 (イザ表） 
TEL ( 08 ?) 835 - 1711 ( け表） 
TEL ( 075)643 - 2002 (代表） 
TEL の 78 ) 922 - 2431 が表） 
TEL く 0749 ) 24 - 6239 ( げ勤 
TEL か 773 ) 22 —〇 827 (代表） 


FAX ( 06 ) 6386-7262 
FAX ( 06 ) 6386-5588 
FAX ( O87 ) 835-0160 
FAX ( 075 ) 643-0870 
FAX ( 078 ) 922-2438 
FAX ( 0749 ) 26 - 2116 
FAX ( 0773 ) 23-7592 


白 5 区平和通 16 了呂南 1 - 19 〒〇 03 - 002 目 

礼梅巧白 6 区朱ま 3 を 2 了目 6-25 〒〇 03-0875 

匯お巧西ち便の 21 -2 干 041 -0824 

他り I 巧栗化り I 南 1 を 2T 目 2-5 干 078 -日 262 

蒂広巧西 12 を南 1 了目 30- 1 〒 080-0022 

训路市巧面町 4-1 7 〒〇 85 - 003 日 

化見巧美巧の 9 - 1-30 〒〇 90-0064 


化海道地区 


沖縄地区 


巧巧尝業巧宜野還巧ぎ地沿 738 

シー サイド- バーク 102 


干 90 1 - 2227 下巨 L の 98 ) 897 - 5677 ( 巧表） FAX ( 098 ) 897-5679 


01036002 


本な-工場 S を巧東新お 7-7 干 955-8 己 10 

ホ白崎工場巧崎巧まの 2-58 〒 945-0817 

長岡工場長岡巧下をの意ノ浦 1069 干 940-1 146 


TEL(0256)32-21 11 ( 大げ表） 
TE しの 257 に 3-51 75( 巧表） 
TEL の 258)22-21 21( 代表） 


中国地区 


に 島る 巧広島巧ち佐巧区が固 3 - 27-20 
広 ft サービスじンターに島市巧を南区巧苗 3 - 27-20 
両山兽業巧岡山巧辰巨 35-1 03 
米寻営業所ホろ巧目夕美の 235-1 
想山ち業巧商南巧徳山ぎーノ巧す 5631 -4 


干 731 - 0 138 TEL の 82 ) 871 - 331 0 (代表） FAX ( 082 ) a71 -3306 
干 731 -0138 下巨しの 8 ジの 1 - 331 己りち乾） FAX ( 082 ) 871-0272 
干 700-0976 TEL ( 086 ) 243 - 7751 (巧表） FAX ( 086 ) 243-71 91 

干 683‘0035 TEL く 0859 ) 33 - 8 157 (げ表） FAX ( 0859 ) 23-0709 
干 74 日 -0882 TEL か 834 ) 22 — 5567 (げ表） FAX ( 0834 ) 22-5589 


東北地区 


青 巧る 巧 
青巧かービスたンター 
が旧绘巢巧 
が田サービスむンター 
八戸営業所 
化前望お巧 
化前サービスじンター 
發岡営業巧 
盛岡サービスじンター 
水巧営窠巧 

邮 台を 店 
他台サービスたンクー 
都山営業所 
郡山サービスむンクー 
ちまサービスじンター 
山お尝業巧 
山おサービスむン ター 
巧の営業所 


青巧巿古お 1 T 目 1 2-38 〒の 0-0946 

青巧巿も館 1T 目 12-38 干 030 -0946 

秋巧巿泉中巧 4 了目と- 18 〒〇 1 0-0917 

が巧巿が化り I 兰千刈 1 09- 1 テ 01 0-0802 

M 戸市売市 4 了目 4-7 干 031 -0073 

な前巧田围 1 - 2- 1 〒〇 36-8086 

な前巧迅 a1 - 2-1 〒〇 36-8086 

留闹巧 P う 2 - 1 -42 〒 020 -0823 

惑巧巿巧 2 - 1-42 〒〇 20 - 0 扫 23 

奧挪巧水巧区水おエ黨◎地 4T 有 79 干 023-0002 

仙台お客がお区日ノボ町 1 - 7-32 〒 983-0035 

nU 台巿き喊巧区日ノおの 1 - 7-31 〒 983-0035 

郁山巿ち田 1 - 日 1-9 〒 963 -目 033 

郡山巧る種の巧片字撫ろ索 30-1 千 963-01 11 

含まさ松巧門田の德スすけな元 885- 10 干 965-0843 
山お巿索ち苗 3 - 6-28 〒 990-2423 

山お市東青坦 3 - 6-28 = f990-2423 

酒旧巿錠の 1 - 183-1 于 998-0 103 


TEU017 ) 742 — の日 5 (け表） 
TEL ( 017 ) 743 〜 29 "(巧表） 
TEL の 1 8 ) 864 - 5671 (代表） 
TEUOl 8 ) 864 - 521 9 (げ表） 
TEL の 178 ) 24 - 52 日 9 (げ表） 
TE しの 172 ) 28 - 3910 (代表） 
TEU0172 ) 2 目— 4770 (だ表） 
TEL の 19 ) 622 - 4791 ( け表） 
TEL の 19 ) 604 — 0281 (代表） 
TEUOl 97 ) 22 - 4 155 (代表） 

TEL ( 022 ) 235 - 3181 (が表） 
TEL の 22 ) 783 - 1791 (代表） 
TEL の 24 ) 938 — 2240 (巧き） 
TEL の 24 ) 947 - 4654 ( 巧表） 


FAX ( 017 ) 742 — 827 已 
FAX(01 7 ) 743-11 18 
FAX ( 018 ) 864-8468 
FAX ( 018 ) 864-5760 
FAX ( 0178 ) 45 —4290 
FAX(01 72 ) 28-0191 
FAX(01 72 ) 29-1133 
FAX ( 019 ) 622-5244 
FAX ( 019 ) 604-0283 
FAX ( 0197 ) 22-4452 

FAX ( 02 の 236 — 8810 
FAX ( 022 ) 783-1792 
FAX ( 024 ) 938-3021 
FAX ( 024 ) 946 - 765t 


TEL の 242 ) 26-321 U 巧き） FAX ( 0242 ) 26 - 3216 
TE しの 23 ) 642 - 3255 (巧表） FAX ( 023 ) 642-3254 


TEU023 ) 631 - 7381 ( 巧黃 
TEL の 234 ) 31 - 0571 ( 巧表） 


FAX の 23 ) 631—7391 
FAX の 234 ) 31-0581 


广お客様ご相談窓 □ 一覧表 I 

修理 サービスや 製品 【こついでの ご ホ 目談は機種名を ご 確認の 上、 お貫いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼 < ださい。 

ご輯居やご贈答おなどでお困りの場含は、下記のお近くの窓□じごす目談くださし、。 

名称、巧な地、電話番号は、変更する揚含びありますのでご:？承ください。 


店 I 巧 I 巧巧巧が 
タタ 

表於業^業業業業 
屋ビ営^を営営 

ち帮备営ま！ ■ 

古岡 

谷ちを蘇岐津這岡 


店-巧所所巧店巧 
夕 

) 第業冀 m 業 
爸ま 

ピ営含営 営 
、浜 — 


5 

を 


京腎窠き。 


面 

乗有が千大つ横な 


lit 
けげ化げけ巧げ 
6911411 
2231015 
1111350 
2295270 
------- 

2261136 
3382272 
かがにがみ 
5556656 
2222222 
0000000 
ししししししし 
EEEEEEE 
TTTTTTT 


お B 動お 
巧げけげ 
7877 
6366 
5055 
0000 
-- 二 
0043 
6642 

資 

66目7 
7777 
0000 
しししし一 
EEEEI 


表表表表表表表表 
化ザげザげ； P げ 
/v»/v/v/l\/vl*f\/v/v 

00565105 
37015717 
36005422 
3己007860 

二 - 二 -r 

3488848 ! 
88336362 
33222290 
22448956 
55555555 
00000000 
LLULLLLL 
EEEEEEEE 
TTTTTTTT 


8 

551 ^ 2 ^^ 

計 ^ 

22 色551ク 
苗 g 々大 
巧浏南豆豆百篇 
巧お江大大上を 
巧巧巿巧巧巿巧 
をま清お哲活本 
II ニニが長長独化 


55 

1136 
のの 

巧がの東 
西西中旧 
巧が拓巧 
巧巧巧巧 
巧巧山な 
まを S 活 


店一巧巧 - 巧巧ち-巧巧 

る讀養業％業 
を営じ謹 
f 

桑 野 巧 
巧 I 二がち長上化をを岳福 


店-巧巧巧巧巧巧 

、以業業第業業業 
ま 


ビ 


営営爸営 


?神島 

%九ち本崎崎分 
巧 

福復化おお長着大 


表表を表表表表表 
げ巧げがげ巧巧巧 
— 11 —<—1001 
70126186 
70633761 
56817715 
------ 

44217293 
77986822 
445238^5 
22396587 
09999999 
00000000 
しししししししし 

EEEEEEEE 
TTT 了下了 TT 


の 

原 

お 日 乾敷 

い^卜け吉巧東 
田旧の医な寺河 
ををま見区巧ち 
南南今が西正ホ 
巧巧巿巧巧巧山 
巧苗お都戸根が 
巧峡再を神慶福 


巧-巧巧巧巧巧 
夕 

を^業業業業^ 
スI営営含営 


ビち 


山 


おかが留戸おが 
大大宮を巧彥福 


1003541 

3262702 

二-ニニ 

3187546 

6743322 

1136565 

SSSS 沒 S 

然然然园 

FFFFFFF 


表表表表表表表 
巧げ巧巧けザ气 
0100813 
4273190 
4103511 
0262742 
-M M -- 
4987546 
扫743322 

巧巧のの中の 
113 色己55 

の揖 SS が 

ししししししし 

EEEEEEE 

TTTTTTT 


店-巧所所所所 
夕 

■ こ、ン業第巢第業 
まじ 

営営ち営営 
悔 ~ 

サお W 広路見 
晚 

化化应怕ホ訓化 


巧ぶミな 3 U • 

205WA0617 -12 3 (》 





